
若
シ
之
ヲ
一
ノ
調
整
所
二
於
テ
ナ
ス
ト
キ
ハ
之
二
対
ス
ル
諸
職
工
諸
器
械
ト
モ
一
時
ニ
購
求
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
他
二
諸
般

ノ
空
費
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
枚
挙
ス
ヘ
ヵ
ラ
ご
露
搬
珊
鰯
耀
）
と
い
う
よ
う
な
一
八
八
○
年
代
の
ご
ろ
の
状
態
は
、
売
薬
印
紙
は
売
薬
営
業

会
社
組
織
の
成
長
と
大
手
老
舗
以
外
は
「
年
中
家
居
ス
ル
コ
ト
僅
カ
ー
ニ
、
二
ヶ
月
ニ
シ
テ
其
他
〈
巡
回
販
売
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
故
二

関
連
産
業
の
発
展
丸
薬
ハ
捻
師
二
、
細
末
は
研
職
（
則
チ
水
車
）
二
、
能
書
ハ
活
版
木
版
二
托
シ
、
元
ヨ
リ
一
定
ノ
調
整
所
無
之
者

ト
ス
。
就
中
丸
薬
ノ
衣
ヲ
加
へ
、
煎
薬
ノ
袋
へ
入
し
、
燭
薬
ノ
缶
へ
詰
メ
、
膏
薬
ノ
貝
へ
容
ル
ル
カ
如
キ
ハ
悉
皆
旅
中
夜
間
ノ
業
ト
ス
。

４
生
産
句
販
売
の
機
構
と
そ
の
変
化

生薬切断・両手切

者
（
製
造
者
）
の
手
元
で
貼
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
法
的
規
制
の
も
と
で
、
市
場
拡
大
に

よ
る
量
産
の
必
要
性
の
増
大
も
あ
っ
て
、
同
一
作

業
場
で
の
協
業
と
い
う
生
産
形
態
と
入
れ
代
り
は

う蝿
じ
め
た
。

やく研
そ
の
具
体
的
な
事
例
が
、
一
八
九
四
年
（
明
治

薬
二
七
）
、
平
山
太
吉
・
安
田
房
吉
な
ど
七
人
が
発

起
人
と
な
り
、
「
斯
業
の
発
展
は
資
本
合
同
と
大

量
製
産
に
あ
り
」
角
撚
鰯
薬
）
と
し
て
、
三
八
人
の

出
資
者
に
よ
っ
て
創
設
し
た
大
和
売
薬
株
式
会
社
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移
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
う

う
動
き
も
承
ら
れ
は
じ
め
る
。

そ
れ
が
有
力
薬
業
家
の
共
同
出
資
と
い
う
形
で
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
ら
後
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
は
吉
野
製
薬
、
一
九
二
○
倖

正
二
）
に
は
磯
城
製
剤
起
上
り
合
名
会
社
な
ど
が
設
立
さ
れ
た
。

以
上
は
市
場
の
拡
大
と
こ
れ
に
対
応
す
る
生
産
・
販
売
規
模
の
成
長
の
過
程
で
の
産
地
内
部
の
資
本
の
集
中
・
集
積
の
結
果
で
あ
り
、

し
か
し
、
そ
れ
は
零
細
製
剤
業
者
の
存
在
価
値
を
奪
う
ほ
ど
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
過
程
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
の
営
業
者
数
の
推

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
で
小
零
細
業
者
は
ゑ
ず
か
ら
の
存
立
基
盤
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、
組
織
化
の
道
を
選
ぶ
と
い

飾器

一
九
二
○
年
（
大
正
九
） 丸薬の通し秤とマス

人
で
あ
っ
た
。
同
じ
年
に
船
倉
村
に
福
住
売
薬
、
翌
年
に

は
高
取
町
に
朝
日
売
薬
の
二
社
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

一
九
一
○
年
の
大
和
売
薬
同
業
組
合
設
立
の
発
起
人

に
は
大
和
売
薬
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
売

薬
・
東
洋
売
薬
の
二
株
式
会
社
の
専
務
取
締
役
と
貫
誠

社
売
薬
合
資
会
社
の
代
表
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
時
点
で
、
福
住
・
朝
日
両
社
の
名
は
消
え
て
い

る
が
、
朝
日
売
薬
は
斉
藤
救
命
社
に
売
収
さ
れ
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。

に
は
帝
国
家
庭
売
薬
の
各
株
式
会
社
、
一
九
二
二
年
（
大

で
あ
る
・
当
時
の
一
‐
職
工
」
数
は
男
子
二
二
人
、
女
子
一
○
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者
と
対
抗
し
た
ば
か
り
か
、
の
ち
に
は
、

品
関
係
の
印
刷
へ
と
業
容
を
拡
大
し
た
。

こ
の
よ
う
な
産
地
の
発
展
と
と
も
に
、
関
連
産
業
も
成
長
し
て
く
る
。
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
設
立
に
あ
た
っ
て
活
躍
し
た
山
本
巳
之

吉
は
石
版
印
刷
業
者
で
あ
っ
た
が
、
製
薬
業
界
が
、
か
つ
て
粗
製
濫
造
で
斜
陽
化
し
た
大
和
緋
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
も
、
同
業
組
合

的
統
制
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
印
刷
業
の
活
路
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
展
望
を
も
っ
て
い
た
。

ま
た
岡
村
源
太
郎
は
配
置
薬
景
品
の
向
上
の
た
め
九
谷
・
多
治
見
の
陶
器
や
若
狭
塗
箸
な
ど
の
一
手
販
売
を
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
洋

紙
取
次
店
か
ら
印
刷
業
へ
と
進
出
し
、
大
阪
に
も
印
刷
工
場
を
建
設
し
た
。

ま
た
一
九
一
○
年
代
に
は
高
市
郡
の
小
規
模
製
剤
業
者
が
共
同
し
て
、
畝
傍
共
同
製
剤
所
を
つ
く
り
、
県
や
郡
の
奨
励
補
助
を
受
け
た

が
、
業
績
不
振
で
あ
っ
た
の
で
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
に
三
光
丸
同
盟
会
（
後
出
）
の
会
長
そ
の
他
の
要
職
を
兼
ね
る
有
力
薬
業
家
の
手

報
酬
を
得
る
の
承
…
…
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
会
社
で
あ
っ
た
。

さ
き
の
貫
誠
社
売
薬
合
資
会
社
は
一
九
○
八
年
（
明
治
四
一
）
に
南
葛
城
郡
櫛
羅
繍
輸
）
に
創
立
さ
れ
た
が
》
一
九
二
一
年
（
大
正
元
）

同
郡
楢
原
村
寂
市
御
）
の
貫
誠
社
と
合
併
し
て
貫
誠
社
売
薬
株
式
会
社
と
な
り
、
つ
い
で
一
九
一
二
年
（
大
正
一
○
）
改
組
し
て
株
式
会
社

貫
誠
社
と
な
る
が
、
『
大
和
売
薬
人
物
誌
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
製
造
者
と
販
売
員
の
相
互
組
織
に
て
、
重
役
は
即
ち
大
売
子
な
り
、

さ
れ
ば
其
取
引
値
段
の
如
き
、
重
役
と
一
般
売
子
と
の
間
に
差
別
的
利
率
制
を
執
ら
ず
、
総
て
仕
込
値
段
の
平
等
統
一
を
期
し
、
又
大
株

主
と
称
す
る
資
本
力
に
よ
り
社
務
に
従
事
せ
ず
報
酬
を
得
ん
と
す
る
輩
の
重
役
か
つ
て
な
く
、
何
れ
も
社
務
に
従
事
し
、
労
役
に
対
す
る

が
、
業
績
不
振
で
あ
っ
た
の
で
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
に
一

に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
同
書
が
伝
え
て
い
る
。

一
方
で
は
製
一
楽
家
と
共
同
出
資
で
製
薬
粉
末
工
場
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
配
置
薬
関
係
の
印
刷
の
高
度
化
を
は
か
り
、
大
阪
の
印
刷
業

の
ち
に
は
肥
前
売
薬
産
地
に
も
進
出
す
る
と
と
も
に
、
三
輪
素
麺
・
あ
ら
れ
酒
・
紀
州
象
か
ん
な
ど
地
場
産
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製
剤
業
者
の
生
産
す
る
薬
の
種
類
（
方
数
）
は
一
八
九
七
年
（
明
治
三
○
）
に
一
二
五
七
方
（
一
営
業
者
あ
た
り
二
・
七

請
け
売
り
の
機
能

方
）
、
新
処
方
が
続
灸
と
開
発
さ
れ
た
一
九
二
○
年
（
大
正
九
）
で
は
四
○
○
九
方
（
同
五
・
六
方
）
で
あ
っ
た
。

一
方
、
家
庭
に
配
置
す
る
方
数
は
地
域
・
季
節
・
性
・
年
齢
・
職
業
な
ど
に
よ
る
多
様
な
薬
効
別
・
形
状
別
需
要
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
○
）
で
も
一
請
け
売
り
者
あ
た
り
二
○
・
二
方
、
一
行
商
者
あ
た
り
九
・
六
方
と
多
く
な
る
の
が
当

も
っ
と
も
、
請
け
売
り
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
多
様
で
あ
る
。
有
力
薬
業
家
に
従
属
し
、
そ
の
統
制
の
も
と
で
、
ゑ
ず
か
ら
の
所

有
す
る
得
意
先
を
回
商
す
る
と
い
う
三
光
丸
同
盟
会
（
後
出
）
に
ゑ
る
よ
う
な
形
態
か
ら
、
「
売
子
」
を
使
用
し
、
か
な
り
多
数
の
製
造
家

在
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
手
の
製
造
家
は
生
産
を
多
様
化
し
て
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
と
く
に
小
零
細
業
者
は
請
け
売
り
者
の
免
許
を
と
っ
て

他
か
ら
買
い
入
れ
て
配
置
に
必
要
な
品
揃
え
を
す
る
か
、
あ
る
い
は
自
己
の
製
品
の
配
置
を
請
け
売
り
者
の
手
に
委
ね
る
か
の
、
選
択
し

然
で
あ
っ
た
。

か
あ
り
え
な
い
。

そ
の
ほ
か
に
も
大
和
木
綿
用
の
ペ
ー
パ
ー
印
刷
か
ら
配
置
薬
用
の
包
装
印
刷
に
転
換
し
た
と
い
う
事
例
も
伝
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
関
連
産
業
の
発
展
の
一
方
で
、
業
界
の
底
辺
部
に
は
袋
貼
り
の
よ
う
な
家
庭
内
職
も
ま
た
広
が
っ
て
い
た
。
一
九
一
二
年

（
大
正
一
○
）
の
奈
良
県
内
務
部
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
市
街
地
二
於
ケ
ル
家
庭
内
職
」
と
し
て
御
所
・
高
取
両
町
で
従
事
者
一
七
○
人
、

一
日
の
工
賃
男
子
五
○
銭
、
女
子
三
○
銭
が
「
売
薬
袋
貼
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
従
事
者
数
か
ら
す
れ
ば
、
蚊
帳
縫
い
、
筆
塗

り
、
金
糸
巻
き
、
糸
枠
繰
り
に
つ
い
で
売
薬
の
袋
貼
り
は
第
四
位
と
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
に
複
数
の
製
造
家
か
ら
製
品
を
買
い
取
り
、
ゑ
ず
か
ら
が
、
あ
る
い
は
行
商
者
を
使
っ
て
配
置
業
務
に
従
事
す
る
請
け
売
り
の
存
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『
田
代
家
庭
薬
発
達
史
』
に
よ
れ
ば
、
声

得
の
動
き
が
活
発
化
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

大
和
売
薬
同
業
組
合
員
の
構
成
は
『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
の
統
計
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
で
は
製

造
者
五
○
八
人
、
製
造
請
け
売
り
者
二
○
人
、
請
け
売
り
者
三
○
三
人
で
あ
っ
た
。

請
け
売
り
を
す
る
場
合
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
同
じ
産
地
で
つ
く
ら
れ
た
薬
品
だ
け
を
扱
う
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
九

○
○
年
（
明
治
一
二
一
）
の
「
売
薬
請
売
約
定
書
」
愈
幽
認
鯉
魅
で
は
、
同
一
の
請
け
売
り
が
大
阪
・
東
京
・
三
重
・
姫
路
・
神
戸
の
売
薬
営

業
人
（
製
造
者
）
と
契
約
し
て
い
る
。

請
け
売
り
業
者
は
ゑ
ず
か
ら
、
あ
る
い
は
一
‐
売
子
」
を
使
っ
て
配
置
薬
の
行
商
の
承
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
『
奈
良
県

薬
業
史
資
料
編
』
三
九
二
頁
の
「
売
薬
請
売
約
定
書
追
加
之
証
」
に
よ
れ
ば
、
あ
る
製
造
家
の
請
け
売
り
を
行
っ
て
い
た
業
者
（
甲
受
売
）

が
、
製
造
者
と
他
地
域
在
住
の
請
け
売
り
者
（
乙
受
売
）
と
の
請
け
売
り
約
定
を
「
取
り
次
ぎ
」
、
商
品
は
買
い
戻
し
条
件
つ
き
の
「
特
別

売
捌
之
値
段
」
で
甲
が
買
い
取
り
、
乙
に
「
適
宜
販
売
す
る
」
と
い
う
例
も
あ
る
。

ま
た
製
造
者
は
県
内
の
請
け
売
り
者
の
承
を
つ
か
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
三
六
三
頁
に
は
他
地
域
在

有
力
製
造
請
け
売
り
業
者
が
二
企
業
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

と
取
り
引
き
し
、
あ
る
叫

階
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

産
地
で
調
達
不
可
能
の
も
の
は
、
他
産
地
か
ら
仕
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
他
産
地
か
ら
の
売
り
込
象
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
大
和
売
薬
人
物
誌
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
、
肥
前
田
代
の
延
べ
櫛
薬
（
万
金
櫛
な
ど
）
と
特
約
を
結
ん
だ

あ
一
る
い
は
承
ず
か
ら
が
製
造
部
門
を
兼
営
す
る
よ
う
な
形
態
ま
で
、
そ
の
営
業
規
模
と
営
業
形
態
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
段

こ
の
こ
ろ
田
代
で
は
ロ
ー
ル
を
利
用
し
た
脅
薬
生
産
が
急
成
長
し
、
各
地
で
－
，
膏
薬
得
意
」
狸
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し
か
し
、
奈
良
県
薬
事
指
導
所
に
残
っ
て
い
る
輸
出
売
薬
調
製
発
売
届
に
よ
れ
ぱ
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
か
ら
一
九
二
六
年
（
大
正

一
五
）
ま
で
の
間
に
延
べ
人
員
四
八
人
か
ら
の
届
が
出
て
い
る
。
届
け
人
の
重
複
分
を
除
け
ば
三
一
人
で
あ
る
。

そ
の
な
か
に
は
米
田
徳
七
郎
（
三
光
丸
）
、
西
川
清
保
（
前
出
）
、
南
捨
次
郎
（
日
本
売
薬
）
、
阪
本
良
次
（
日
華
薬
房
）
、
東
洋
売
薬
、
吉
野

製
薬
、
畝
傍
共
同
調
剤
所
、
貫
盛
社
な
ど
、
の
ち
に
承
る
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
発
起
人
や
組
合
長
、
あ
る
い
は
法
人
組
織
が
ふ
く
ま
れ

輸
出
先
は
大
半
が
い
ま
の
朝
鮮
半
島
の
国
盈
と
台
湾
で
あ
り
、
米
田
徳
七
郎
の
解
熱
二
光
丸
が
い
ま
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

共
和
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
カ
リ
マ
ン
タ
ン
（
ボ
ル
ネ
オ
）
・
ス
マ
ト
ラ
島
・
一
言
Ｉ
ギ
ニ
ア
島
・
ジ
ャ
ワ
島
・
ス
ラ
ウ
エ
シ
島

家
庭
薬
の
輸
出
は
一
九
一
○
年
（
明
治
四
三
）
に
は
一
万
円
、
営
業
人
員
七
人
と
『
奈
良
県
統
計
書
』
に
記
載
さ
れ
て

海
外
市
場

い
る
。
こ
の
数
字
は
、
単
価
の
上
昇
に
よ
る
部
分
を
ふ
く
む
も
の
の
、
一
九
二
○
年
（
大
正
九
）
に
は
七
万
九
○
○
○

円
へ
と
大
き
く
増
加
し
た
が
、
営
業
人
員
は
六
人
に
止
ま
っ
て
い
る
。

製
薬
、
畝
傍
共
同
調
剤
所
、

て
い
る
。

延
§
人
員
で
承
る
と
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
一
人
、
一
六
年
二
・

二
一
年
一
人
、
二
二
年
三
人
、
二
三
年
三
人
、
二
四
年
二
人
、
二
五
生

と
く
に
一
九
二
五
～
三
ハ
年
涙
塞
四
）
の
増
加
が
い
ち
じ
る
し
い
・

住
の
請
け
売
り
者
に
対
し
て
、
県
内
の
製
造
者
が
あ
る
薬
品
の
郡
内
一
手
販
売
権
を
与
え
、
そ
の
条
件
と
し
て
年
間
購
入
額
（
三
○
○
円
）

の
ノ
ル
マ
を
課
し
、
そ
れ
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
契
約
解
除
、
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
代
金
を
「
特
二
割
引
」
く
と
い
う
内
容
の
契
約
書

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
回
商
先
の
地
域
に
移
住
し
て
、
製
造
請
け
売
り
を
行
う
よ
う
な
事
例
も
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
一
九
二
○
年
の
総
生
産
額
に
対
し
て
は
二
％
弱
で
し
か
な
か
っ
た
。

六
年
二
人
、

二
五
年
一

一
七
年
三
人
、
一
八
年
六
人
、
一
九
年
二
人
、
二
○
年
二
人
、

一
人
、
二
六
年
一
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
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住
の
中
国
商
人
と
提
携
し
て
輸
出
を
企
て
、
の
ち
直
輸
出
を
開
始
し
、
ア
モ
イ
（
厘
門
）
に
支
店
を
、
ウ
ニ
ン
チ
ョ
ウ
（
温
州
）
と
シ
ン
ガ

（
セ
レ
ベ
ズ
）
と
い
う
南
方
諸
地
域
を
明
示
し
て
い
る
の
が
、
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
資
料
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
『
大
和
売
薬
史
』
か
ら
若
干
の
事
実
を
補
完
し
て
お
こ
う
。

前
記
の
西
川
清
保
は
日
清
戦
争
後
に
台
湾
へ
の
自
家
製
品
の
売
り
込
承
に
成
功
し
た
の
ち
、
一
九
○
二
年
（
明
治
三
五
）
に
は
阪
神
在

続
い
て
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
以
後
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
理
事
長
と
な
る
米
田
元
は
一
九
○
八
年
（
明
治
四
一
）
、
大
阪
市
に

日
華
薬
房
を
創
設
し
て
中
国
向
け
輸
出
を
は
じ
め
、
一
九
二
○
年
（
大
正
九
）
大
阪
同
仁
株
式
会
社
に
改
組
し
、
東
京
と
ス
ラ
ゥ
ェ
シ
島

（
セ
レ
ペ
ス
）
に
支
店
を
設
け
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
も
商
圏
を
拡
大
し
た
．

さ
き
に
も
承
た
よ
う
に
、
行
商
を
お
こ
な
う
に
は
行
商
鑑
札
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
の
売
薬
法

施
行
以
後
は
売
薬
営
業
者
ま
た
は
請
け
売
り
営
業
者
の
届
け
出
と
、
そ
の
届
済
証
明
書
を
携
帯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
商
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
届
け
出
に
際
し
て
は
、
行
商
者
本
人
の
警
察
に
よ
る
身
元
確
認
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
局
の
取
り
締
り
的
態
度
に
変
り
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
界
が
全
体
と
し
て
成
長
を
続
け
た
の
は
、
製
造
部
門
で
の
新
薬
開
発
な
ど
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

直
接
消
費
者
と
接
触
し
、
濃
密
な
人
間
関
係
の
な
か
で
、
相
互
信
頼
を
培
っ
て
き
た
行
商
者
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
が
あ
っ
た
か
ら

ポ
ー
ル
に
代
理
店
を
も
つ
に
至
っ
た
。

で
あ
る
。

位
と
役
割
り
に
使
用
さ
れ
る
「
売
子
」
の
二
種
類
か
ら
な
っ
て
い
た
。

行
商
者
の
地
配
置
の
第
一
線
に
立
つ
行
商
者
は
、
売
薬
営
業
者
（
製
造
者
）
や
請
け
売
り
営
業
者
が
ゑ
ず
か
ら
行
う
も
の
と
こ
れ
ら
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も
ち
ろ
ん
本
州
や
九
州
・
沖
縄
へ
の
販
路
も
交
通
網
の
発
達
と
と
も
に
拡
充
さ
れ
た
こ
と
は
の
ち
に
ゑ
る
回
商
記
録
か
ら
も
あ
き
ら
か

で
あ
り
、
一
九
三
○
年
代
に
は
全
国
は
も
と
よ
り
、
そ
の
こ
ろ
の
樺
太
・
朝
鮮
・
台
湾
・
南
洋
・
中
国
大
陸
に
至
る
ま
で
、
大
和
売
薬
同

業
組
合
定
款
に
も
と
づ
く
「
最
寄
会
」
が
組
織
さ
れ
、
行
商
活
動
の
適
正
化
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
は
次
章
で
ゑ
る
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
商
圏
拡
大
の
第
一
線
に
た
つ
行
商
者
は
き
び
し
い
自
己
規
制
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
一
七
九

’
一
八
○
頁
の
「
売
薬
見
習
奉
公
人
証
札
」
は
一
八
八
○
年
（
明
治
三
一
）
に
あ
る
売
薬
営
業
者
に
差
し
出
し
た
見
習
奉
公
人
の
誓
約
書

大
和
売
薬
の
行
商
圏
は
近
畿
・
三
重
・
愛
知
・
中
四
国
を
中
心
と
す
る
が
、
す
で
に
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
、
さ
き
に
北
海
道
開
拓

測
量
団
員
と
し
て
渡
道
し
た
の
ち
各
地
を
視
察
し
た
木
田
直
次
郎
は
釧
路
・
根
室
地
区
で
配
置
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
開
発
が
進

む
と
と
も
に
、
一
日
一
○
○
戸
以
上
の
新
付
け
を
獲
得
す
る
と
い
う
よ
う
な
猛
烈
な
販
路
拡
張
が
進
め
ら
れ
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
ご

ろ
に
は
奈
良
県
か
ら
の
行
商
者
は
八
○
○
人
（
う
ち
渡
島
・
桧
山
両
支
庁
管
内
で
一
二
○
人
）
、
関
連
売
薬
営
業
者
は
五
○
社
に
及
ん
だ
と
さ
れ

て
い
る
象
灘
溌
嬢
輔
鰻
）
。

’
一
八
○
頁
の
一
‐
売
薬
見
習
奉
公
人
証
札
」
は
一
八
八
（

で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

③
御
家
の
事
業
の
し
き
た
り
を
守
り
、
こ
れ
を
他
言
い
た
し
ま
せ
ん
。

④
旅
行
商
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
い
た
く
は
い
た
し
ま
せ
ん
し
、
つ
か
い
込
承
、
「
押
借
」
、
逃
亡
な
ど
も
決
し
て
い
た
し
ま
せ
ん
。

⑤
ど
こ
の
地
で
「
相
果
て
候
」
と
も
、
ご
勝
手
に
処
置
さ
れ
、
こ
に
れ
つ
い
て
後
日
に
「
故
障
」
は
申
し
ま
せ
ん
。

⑥
以
上
に
違
反
し
た
場
合
は
身
元
引
き
受
け
人
か
ら
き
つ
く
注
意
し
、
お
家
に
損
害
は
お
か
け
し
ま
せ
ん
。

①
一
・
・
給
金
は
本
人
を
使
っ
て
ゑ
た
う
え
で
』

②
ご
主
人
の
家
の
規
則
は
固
く
守
り
ま
す
。

一
給
金
は
本
人
を
使
与
＠
て
み
た
う
え
で
お
決
め
下
さ
い
ｃ
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⑤
行
商
者
が
新
規
獲
得
し
、
あ
る
い
は
他
の
行
商
者
か
ら
買
い
入
れ
た
得
意
先
は
、
各
自
の
所
有
で
他
人
に
介
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

⑥
得
意
先
の
売
買
は
自
由
で
あ
る
が
、
な
る
べ
く
同
盟
会
員
内
部
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
外
部
の
者
が
行
商
を
引
き
継
ぐ
と
き
は
製
造
者
と
幹

⑦
行
商
着
は
所
有
す
る
得
意
先
の
名
簿
を
作
成
し
、
署
名
捺
印
の
う
え
製
薬
者
の
保
管
に
委
ね
る
。
記
載
事
項
に
相
違
が
あ
っ
た
と
き
は
相
当
の
処
分
を

部
が
協
議
し
て
決
定
す
る
。

任
で
あ
る
ｌ
者
箪
）
。

③
本
店
と
行
商
者
間
の
薬
品
の
受
渡
し
は
、
現
金
取
り
引
き
を
原
則
と
し
、
買
い
戻
し
は
し
な
い
。

④
分
服
・
印
紙
貼
付
・
消
印
な
ど
の
手
仕
事
は
行
商
者
が
交
代
で
淡
任
者
と
な
り
、
規
則
述
反
の
出
た
場
合
は
、
そ
の
責
任
を
と
る
（
本
来
は
営
業
者
の
斑

す
る
。

②
相
互
に
そ
の
行
為
を
監
督
し
、
不
徳
〈

人
と
協
議
し
て
除
名
す
る
こ
と
が
あ
る
。

①
各
行
商
者
は
製
薬
者
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
区
域
の
象
を
行
商
す
る
。

蕊
不
徳
の
行
為
の
あ
る
と
き
は
、
製
薬
者
ま
た
は
同
盟
会
幹
部
に
通
告
す
る
。
通
告
が
あ
っ
た
と
き
は
本
人
以
外
の
行
商

盟約書

て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
一
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
）
に
つ
く
ら
れ
た
『
三
光
丸
同
盟
会
盟
約
書
』

癒
蝋
雄
醗
噸
三
）
は
売
薬
営
業
者
と
行
商
者
の
相
互
の
地
位
と
行
商
者
の
守
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
ル
ー
ル
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

当
時
の
交
通
・
治
安
状
況
か
ら
し
て
、
⑤
は
ま
こ
と
に
印
象
的
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
段
階
を
経
て
一
人
前
に
な
っ
て
も
、
そ
の
行
動
は
き
び
し
い
ル
ー
ル
に
よ
っ
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一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
四
月
一
三
日
か
ら
五
月
二
○
日
ま
で
の
回
商
三
七
日
間
の
行
動
を
こ
の
記
録
は
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
回
商

費
用
の
合
計
は
三
四
円
五
五
銭
五
厘
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
商
者
は
同
年
の
七
月
五
日
か
ら
一
二
月
一
八
日
ま
で
の
一
六
六
日
間
も
同
じ
地

域
を
回
商
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
期
の
回
商
は
農
閑
期
の
行
商
と
い
う
範
囲
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
時
の
費
用
は
二
六
円
二
○
銭
で
あ
っ
た
。
ち
な
承
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
二
一
年
（
大
正
一
○
）
の
三
五
日
間
の
同
地

域
回
商
の
費
用
は
、
物
価
騰
貴
の
関
係
で
六
八
円
五
六
銭
と
な
っ
て
い
る
。

目
の
あ
た
り
に
う
か
ん
で
く
る
。
宿
に
着
い
て
も
帳
付
け
や
翌
日
（

能
性
を
考
え
れ
ば
、
お
ち
お
ち
休
ん
で
も
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
行
商
者
は
商
品
を
買
い
取
り
、
自
己
の
採
算
で
配
置
し
、
そ
の
得
意
先
の
売
買
も
で
き
る
と
い
う
点
で
は
請
け
売
り
者
で

あ
る
が
、
そ
の
得
意
先
帳
簿
は
製
薬
者
が
保
管
し
、
営
業
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
受
け
る
点
で
従
属
的
性
格
も
強
い
。

も
と

一
般
の
「
売
子
」
は
製
薬
者
や
請
け
受
り
者
に
雇
わ
れ
、
そ
の
指
揮
の
下
で
行
商
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
マ
マ
）

こ
の
よ
う
な
行
商
者
の
「
回
商
日
記
」
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
四
一
○
～
四
一
二
頁
の
「
宿
泊
小
使

帳
」
も
そ
の
一
つ
の
一
部
で
あ
っ
て
、
年
間
七
か
月
近
く
の
長
期
に
わ
た
っ
て
、
手
甲
脚
紳
わ
ら
じ
が
け
、
コ
ー
モ
リ
傘
を
も
ち
、
薬
箱

を
背
に
し
て
商
人
宿
に
泊
り
、
日
常
の
支
出
も
極
度
に
切
り
つ
め
つ
つ
、
関
東
や
会
津
地
方
を
回
商
し
た
大
西
甚
七
と
い
う
人
物
の
姿
が

目
の
あ
た
り
に
う
か
ん
で
く
る
。
宿
に
着
い
て
も
帳
付
け
や
翌
日
の
回
商
準
備
の
仕
事
が
待
っ
て
お
り
、
雨
天
で
も
得
意
先
の
在
宅
の
可

⑨
三
光
丸
販
売
の
名
目
で
、
一
其
実
ナ
キ
ヲ
発
見
」
し
た
と
き
は
、
行
商
人
協
議
の

⑩
「
付
晴
行
商
人
」
の
不
正
行
為
は
、
す
べ
て
そ
の
「
使
行
者
」
の
責
任
と
す
る
。

③
行
商
者
が
他
人
の
得
意
先
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
「
競
売
」
を
試
承
、
あ
る
い
は
「
名
誉
穀
損
」
を
図
っ
た
と
き
は
、
②
に
照
ら
し
て
処
分
す

る
。

行
商
人
協
議
の
う
え
除
名
す
る
こ
と
が
あ
る
。
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同
定
款
で
は
組
合
員
（
製
造
将
・
論
け
売
り
背
）
が
行
商
者
を
雇
い
入
れ
ま
た
は
解
雇
し
た
と
き
は
組
合
に
届
け
出
る
こ
と
と
し
、
不
正

行
為
が
発
生
し
た
場
合
の
届
け
出
義
務
を
組
合
員
や
役
職
員
に
課
し
、
調
査
の
う
え
二
～
五
年
間
の
雇
用
停
止
、
そ
の
期
間
中
は
全
組
合

員
は
当
該
行
商
者
を
雇
っ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
た
。

淫
Ｅ
－
Ｅ
弊
獅
幽
市
を
糸
こ
力
、
定
金
ば
け
江
湘
吋
な
《
わ
な
力
で
た
‐

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
条
文
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
な
い
の
で
、
同
業
組
合
は
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に
「
行
商
人
の
不
正
行
為

に
付
て
は
近
時
吾
人
の
耳
菜
に
触
る
る
こ
と
頻
繁
と
な
り
つ
つ
あ
る
は
甚
だ
遺
憾
な
り
と
す
。
今
に
し
て
之
が
矯
正
方
法
を
施
設
す
る
に

非
ず
ん
ぱ
遂
に
当
業
者
の
信
用
を
傷
け
延
い
て
は
我
業
界
の
声
価
を
失
墜
す
る
お
そ
れ
な
し
と
せ
ず
」
と
し
て
、
「
選
良
な
る
行
商
人
」

そ
の
不
正
行
為
と
侭
大
和
売
薬
同
業
組
合
定
款
に
ゑ
る
よ
う
に
、
供
託
金
品
の
目
的
外
売
却
ま
た
は
消
費
、
不
当
な
代
金
請
求
、
帳

簿
の
不
実
記
載
、
雇
主
の
指
揮
命
令
へ
の
違
反
、
さ
き
に
ゑ
た
売
薬
関
係
法
規
違
反
な
ど
で
あ
る
。

と
く
に
法
規
違
反
は
行
商
者
の
承
な
ら
ず
そ
れ
を
使
用
す
る
も
の
の
責
任
と
し
て
処
制
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
業
界
は
き
び
し
い

同
業
組
合
は
行
商
者
の
「
不
正
行
為
」
を
き
び
し
く
取
り
締
る
と
同
時
に
研
修
会
や
文
書
を
通
じ
て
行
商
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に

努
力
を
重
ね
て
き
た
９

同
業
組
合
の
一
読
蕊
栽
側
」
・
一
涜
藻
法
」
・
一
流
蕊
印
紙
税
親
則
」
な
ど
に
ょ
こ
て
業
界
全
体
が
き
び
Ｌ
し
取
り
細
り
体
淵
の
下
に

行
商
行
為
規
制
置
か
れ
て
い
た
以
上
、
同
業
組
合
は
行
商
者
を
も
視
野
に
入
れ
た
業
者
の
行
動
を
き
び
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
売
薬
全
体
へ
の
政
府
や
消
費
者
の
信
頼
の
問
題
で
あ
る
。

ま
た
他
産
地
業
者
を
も
ふ
く
め
た
は
げ
し
い
顧
容
の
独
得
・
維
持
を
め
ぐ
る
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
も
、
消
費
者
と
直
接
に
接
触
す

る
行
稽
渚
の
モ
ラ
ル
と
人
債
飴
な
接
客
態
度
の
向
上
は
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た
‐
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同
定
款
で
は
組
合
員
（
製
造
背
・
緋
け
売
り
背
）
が
行
商
者
を
一
雁
い
入
れ
ま
た
は
解
一
屋
し
た
と
き
は
組
合
に
届
け
出
る
こ
と
と
し
、
不
正

行
為
が
発
生
し
た
場
合
の
届
け
出
義
務
を
組
合
員
や
役
職
員
に
課
し
、
調
査
の
う
え
二
～
五
年
間
の
雇
用
停
止
、
そ
の
期
間
中
は
全
組
合

自
己
規
制
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

努
力
を
重
ね
て
き
た
９

員
は
当
該
行
商
者
を
雇
っ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
条
文
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
な
い
の
で
、
同
業
組
合
は
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に
「
行
商
人
の
不
正
行
為

に
付
て
は
近
時
吾
人
の
耳
柴
に
触
る
る
こ
と
頻
繁
と
な
り
つ
つ
あ
る
は
甚
だ
遺
憾
な
り
と
す
。
今
に
し
て
之
が
矯
正
方
法
を
施
設
す
る
に

非
ず
ん
ぱ
遂
に
当
業
者
の
信
用
を
傷
け
延
い
て
は
我
業
界
の
声
価
を
失
墜
す
る
お
そ
れ
な
し
と
せ
ず
」
と
し
て
、
「
選
良
な
る
行
商
人
」

そ
の
不
正
行
為
と
は
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
定
款
に
ゑ
る
よ
う
に
、
供
託
金
品
の
目
的
外
売
却
ま
た
は
消
費
、
不
当
な
代
金
請
求
、
帳

簿
の
不
実
記
載
、
雇
主
の
指
揮
命
令
へ
の
違
反
、
さ
き
に
ゑ
た
売
薬
関
係
法
規
違
反
な
ど
で
あ
る
。

と
く
に
法
規
違
反
は
行
商
者
の
象
な
ら
ず
そ
れ
を
使
用
す
る
も
の
の
責
任
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
業
界
は
き
び
し
い

同
業
組
合
の
一
‐
売
薬
規
則
」
・
一
・
・
売
薬
法
」
・
「
売
薬
印
紙
税
規
則
」
な
ど
に
よ
っ
て
業
界
全
体
が
き
び
し
い
取
り
締
り
体
制
の
下
に

行
商
行
為
規
制
置
か
れ
て
い
た
以
上
、
同
業
組
合
は
行
商
者
を
も
視
野
に
入
れ
た
業
者
の
行
動
を
き
び
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
売
薬
全
体
へ
の
政
府
や
消
費
者
の
信
頼
の
問
題
で
あ
る
。

ま
た
他
産
地
業
者
を
も
ふ
く
め
た
は
げ
し
い
顧
客
の
穫
得
・
維
持
を
め
ぐ
る
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
も
、
消
費
者
と
直
接
に
接
触
す

る
行
商
者
の
モ
ラ
ル
と
人
間
的
な
接
客
態
度
の
向
上
は
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た

同
業
組
合
は
行
商
者
の
「
不
正
行
為
」
を
き
び
し
く
取
り
締
る
と
同
時
に
研

を
き
び
し
く
取
り
締
る
と
同
時
に
研
修
会
や
文
書
を
通
じ
て
行
商
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
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こ
の
よ
う
な
取
り
締
り
は
行
商
者
と
し
て
の
最
低
の
行
動
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
そ
の
資
質
を
高
め
、
消
費

者
の
信
頼
を
増
す
こ
と
を
通
じ
て
大
和
売
薬
の
販
路
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
同
業
組
合
は
大
要
つ
ぎ
の
よ
う
な
『
行
商
人
心
得
』
を
つ
く

彰
す
る
規
定
も
も
っ
て
い
た
。

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に
は
不
正
の
発
生
調
査
件
数
五
三
件
、
六
三
人
、
う
ち
調
査
続
行
二
三
件
、
三
二
人
、
取
締
当
局
に
申
告
し

た
も
の
五
件
、
八
人
、
雇
用
停
止
処
分
一
三
件
、
二
一
人
と
同
年
の
組
合
年
次
報
告
は
記
録
し
て
い
る
。

を
取
締
委
員
と
し
て
こ
れ
に
当
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。

っ
て
行
商
者
へ
呼
び
か
け
た
。

⑦
茶
菓
な
ど
の
も
て
な
し
を
受
け
た
と
き
に
は
、
好
き
嫌
い
に
か
か
わ
ら
ず
喜
ん
で
受
け
る
こ
と
。

③
文
句
を
い
わ
な
い
得
意
先
に
は
と
く
に
吟
味
し
た
薬
品
を
置
く
よ
う
に
す
る
。

⑥
代
価
を
確
認
し
、
つ
り
銭
は
読
承
上
げ
て
渡
し
て
誤
り
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
所
持
し
て
い
な
い
薬
の
注
文
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
中
傷
し
た
り
、
代
用
薬
を
無
理
に
勧
め
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

④
客
と
の
応
待
に
つ
い
て
は
て
い
ね
い
か
つ
穏
や
か
を
旨
と
し
、
人
品
、
職
業
や
貧
富
あ
る
い
は
親
密
の
度
に
よ
っ
て
差
別
し
て
は
い
け
な
い
。

⑤
誇
大
な
宣
伝
や
知
っ
た
か
ぶ
り
の
医
学
知
識
の
ひ
け
ら
か
し
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
多
忙
な
と
き
で
も
薬
品
の
説
明
は
誠
意
を
も
っ
て
行
わ
な
け
れ

そ
の
一
方
で
、
こ
の
定
款
は
一
‐
品
行
方
正
業
務
二
精
励
シ
又
〈
業
務
上
有
益
ナ
ル
発
明
改
良
等
ヲ
ナ
シ
他
ノ
模
範
タ
ル
ベ
キ
者
」
を
表

書
ば
な
ら
な
い
。

①
卸
値
の
安
さ
を
求
め
る
よ
り
も
、
効
能
顕
著
で
売
行
の
よ
い
優
良
品
の
仕
入
れ
に
努
め
る
こ
と
。

②
行
商
予
定
表
を
家
族
に
渡
し
て
不
事
の
出
来
事
に
備
え
る
と
と
も
に
、
不
在
中
の
家
族
の
生
計
に
不
安
の
な
い
よ
う
に
し
、
家
事
や
つ
き
合
い
な
ど
に

つ
い
て
万
端
指
示
し
て
お
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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に
国
産
生
薬
の
見
直
し
気
運
が
起
っ
て
き
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
時
し
の
ぎ
的
な
要
因
も
強
く
、
薬
効
や
市
場
条
件
か

ら
し
て
も
、
ま
た
洋
薬
の
進
出
の
下
で
衰
微
の
一
途
を
辿
っ
て
き
た
薬
草
生
産
の
現
状
か
ら
し
て
も
、
そ
れ
が
製
薬
と
県
内
産
生
薬
と
の

れ
て
い
る
。

ま
た
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
に
は
一
‐
原
料
品
も
漸
次
内
地
製
を
出
す
に
至
り
」
生
産
は
上
向
い
た
が
、
そ
の
後
も
原
料
・
資
材
・
賃

金
の
高
騰
は
続
き
、
「
製
品
を
改
善
し
、
廉
価
多
売
の
方
針
」
に
よ
っ
て
、
原
料
高
製
品
安
の
苦
境
に
対
処
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
報
告
さ

給
に
過
ぎ
」
な
い
と
し
て
い
る
。

と
し
て
国
産
生
薬
増
産
が
う
か
び
上
っ
て
く
る
一
時
期
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
の
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
年
次
報
告
は
「
原
料

な
影
響
を
蒙
」
っ
た
と
の
べ
、
原
料
薬
の
需
要
は
年
間
三
八
万
円
、
そ
の

奈
良
県
の
山
間
部
は
生
薬
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
配
置
薬
と
の
関
連
は
ダ
ラ
ニ
ス
ヶ
な
ど
一
部
の

生
薬
と
配
置
薬

家
伝
薬
を
除
い
て
は
予
想
外
に
稀
薄
で
あ
り
、
と
く
に
本
章
が
対
象
と
す
る
期
間
で
こ
れ
が
問
題
と
な
る
の
は
、
第

一
次
大
戦
期
の
原
料
薬
品
の
輸
入
難
に
よ
る
品
不
足
と
阪
神
地
区
輸
入
商
の
カ
ル
テ
ル
的
価
格
操
作
に
よ
る
価
格
高
騰
に
対
す
る
一
方
策

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
輸
入
洋
薬
へ
の
依
存
を
一
貫
し
て
高
め
る
と
い
う
方
向
で
製
品
開
発
を
進
め
て
き
た
配
置
薬
業
界
の
な
か

⑨
使
用
燈
を
考
え
ず
に
多
最
の
薬
品
を
置
く
こ
と
は
資
本
を
ね
か
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
注
意
す
る
。

⑩
回
商
地
で
災
害
が
あ
っ
た
と
き
は
で
き
る
だ
け
早
く
か
け
つ
け
て
救
助
活
動
を
す
る
。

⑪
旅
館
で
は
翌
日
の
準
備
は
必
ず
夜
の
間
に
行
い
、
朝
食
後
直
ち
に
出
発
す
る
よ
う
に
す
る
。

⑫
旅
館
で
の
マ
ナ
ー
に
翻
意
し
、
物
見
遊
山
の
た
め
の
宿
泊
で
は
な
い
こ
と
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
マ
・
マ
）

「
原
料
の
価
格
高
騰
に
高
騰
を
加
え
た
る
た
め
、
本
業
製
産
上
大
き

そ
の
八
割
は
大
阪
か
ら
流
入
し
、
「
地
元
に
於
て
は
僅
に
こ
れ
が
補
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結
び
つ
き
を
飛
躍
的
に
高
め
る
契
機
と
な
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
と
第
一
次
大
戦
後
の
農
村
不
況
へ
の
対
策
の
必
要
性
と

が
合
致
し
、
農
家
副
業
振
興
の
一
環
と
し
て
、
奈
良
県
で
は
一
九
二
二
年
（
大
正
二
）
に

薬
用
植
物
栽
培
補
助
事
業
を
開
始
し
、
そ
れ
に
先
き
立
つ
一
九
二
○
年
（
大
正
九
）
に
薬
用

植
物
調
査
会
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
事
態
は
反
対
の
方
向
に
動
き
つ
つ
あ
っ
た
。
表
８
に
み
る
と
お
り
、
薬
用
植
物

栽
培
面
積
は
一
九
二
○
年
代
に
入
る
と
減
少
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
生
産
額
も
第
一
次
大

戦
期
の
単
価
上
昇
に
よ
る
急
増
の
あ
と
を
受
け
て
、
い
ち
じ
る
し
い
縮
小
と
な
っ
て
い

る
。
最
高
は
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
の
一
七
万
九
○
○
○
円
で
あ
っ
た
。
と
く
に
牡

丹
皮
は
大
戦
期
の
生
産
額
の
増
加
も
緩
慢
で
あ
り
、
そ
の
後
の
落
ち
込
承
も
い
ち
じ
る
し

つ
ま
り
、
県
内
産
生
薬
と
配
置
薬
と
の
関
連
は
一
時
的
な
輸
入
原
材
料
入
手
難
に
際
し

て
の
一
つ
の
問
題
提
起
に
終
っ
て
し
ま
い
、
『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
四
一
五
頁
に
承

ら
れ
る
よ
う
に
「
生
産
地
〈
吉
野
・
宇
陀
ノ
ー
郡
ニ
シ
テ
磯
城
・
高
市
・
南
蔦
城
ノ
各
郡

之
二
次
ク
、
生
産
物
〈
殆
卜
仲
員
人
ノ
手
ヲ
経
テ
大
阪
方
面
二
売
却
セ
ラ
レ
ッ
ッ
ァ
リ
」

と
い
う
状
態
に
変
化
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
の
生
産
水
準
は
日
清
戦
争
期
の
二
万
五
一
二
五
円
を
二
割

い
0

奈良県薬用植物作付面積と生産額（大正期）表8

聖摘｢(具彊整)|(うち笥薬年次1作付面積|生産額|(う
円千

８邦
”
訂
型
師
田
闘
ね
鋤

１

円千
４
９
７
１
９
９
０
３

３
２
３
１

千円

12
町
幻
上
《
ｂ
の
ｄ
か
、
ｎ
ｏ
《
Ｕ
ワ
タ
ワ
白

５
６
５
５
５
３
５
２

１
３
５
７
９
ｎ
超
迩

鉦
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

く
く
く
く
く
く
く
く

年
年
年
年
年
年
年
年

２
４
６
８
０
２
４
６

１
１
１
１
２
２
２
２

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１

1013

6

21

10

12

４
《
３
戸
。
《
ｂ

ｌ 11

16

45

1C

奈良県内務部『大正年間二於ケル本県農産物ノ推移』から作成
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上
回
っ
て
い
る
が
、
価
格
上
昇
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
大
き
な
後
退
と
象
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
綴
瀧
裁
鉾
塞
）
。

の
性
格
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

売
薬
営
業
者
組
合
第
一
節
で
ゑ
た
一
‐
同
業
組
合
準
則
ノ
範
囲
外
」
の
奈
良
部
売
薬
営
業
者
組
合
の
本
質
は
そ
の
規
約
第
一
条
に
象
ら
れ

と
生
薬
業
組
合
る
よ
う
に
、
政
府
の
売
薬
取
り
締
り
と
売
薬
課
税
政
策
の
下
請
け
機
構
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
組
織

５
大
和
売
薬
の
同
業
組
織

大和売薬同業組合最初の組合事務所

し
か
し
、
一
方
で
薬
品
は
純
良
な
も
の
を
つ
か
う
こ
と
、
親
睦
を
主
と
し
て
「
言
語
文

章
等
ヲ
以
テ
同
業
中
ノ
妨
害
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項
ヲ
宣
布
」
し
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
「
他

あ
る
。 そ

し
て
同
業
者
で
違
約
ま
た
は
不
正
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
は
組
合
に
通
報

し
、
組
合
は
説
諭
ま
た
は
五
○
銭
か
ら
一
○
円
ま
で
の
違
約
金
を
課
す
る
と
か
、
あ
る
い

は
「
雇
人
不
都
合
ノ
コ
ト
」
が
あ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
事
実
を
公
開
す
る
と
と
も
に
そ
の

者
を
組
合
員
が
一
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
統
制
手
段
を
も
っ
て
い
た
の
で

我
仲
間
〈
明
治
一
○
年
第
七
号
布
告
売
薬
規
則
ニ
拠
り
、
官
許
ヲ
得
テ
調
整
シ
、
明
治
一
五
年

第
五
一
号
布
告
売
薬
印
紙
税
規
則
二
照
シ
売
薬
印
紙
ヲ
貼
用
シ
タ
ル
売
薬
ヲ
販
売
茎
及
上
之
ヲ

碕
売
シ
、
又
ハ
行
商
ス
ル
ヲ
以
テ
業
ト
ス
。
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